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日本建築学会 環境工学委員会建築設備運営委員会 2009年度第 3回議事録 
 
Ａ．日 時：2009年 11月 2日（月）  16時 30分～19時 00分  
Ｂ．於   ：本会会議室  
C．出席者：宇田川光弘（主査）、柳井崇（幹事）、羽山広文（幹事）、 

委員：(赤司泰義)、(秋元孝之)、(石川幸雄)、石野久彌、(猪岡達夫)、川瀬貴晴、(郡公子)、 
(小林陽一)、(斎藤忠義)、坂上恭助(代理：古賀誉章)、(相良和伸)、佐倉勇、佐野武仁、 
(高井啓明)、高草智、(竹倉雅夫)、(寺野真明)、長井達夫、中島康孝、(中野淳太)、 
(永峰章)、(二宮秀與)、(野部達夫)、(本間睦朗)、(吉田治典)  (欠席) 

D．議 題： 
１．式次第 資料 No.3-1 
２．前回議事録  資料 No.3-2 
３．環境工学本委員会の報告 資料 No.3-3 
４．小委員会の報告 
１）ソーラー建築情報小委員会（石川主査） 資料 No.3-4-1 
２）環境選択型空調設計（野部主査）  
３）気象データ（二宮主査） 資料 No.3-4-3 
４）次世代排水システム（坂上主査） 資料 No.3-4-4 
５）環境建築設計法（羽山主査） 資料 No.3-4-5 
６）ガラス建築情報WG（佐野主査） 資料 No.3-4-6 
７）アカスタ環境設備要求条件検討WG（中島主査）  
８）「建築一体化設備のデザイン」出版小委員会（石野主査） 資料 No.3-4-8 

５．第５回設備シンポジウム（2009年 12月 15日） 資料 No.3-5 
６．小委員会設置について 資料 No.3-6 
７．その他 
    １）2010年度大会 OS等 資料 No.3-7 
８．次回予定 
E．議 事： 
１．前回議事録が紹介され、了承された。 
２．環境工学本委員会の報告 
 ・ 2009年度の大会（東北）は全体約 6400題、環境工学は 1234題（昨年より▲60題）。 
・ 研究協議会等の企画は 11/20までに事務局へ提出すること。 
・ 大賞業績候補は 1/21までに提出。次回（11/18）までに候補を絞り込む。昨年度は木村翔先
生（日本大学）を推薦した。 

・ 文化賞の候補推薦は 12/18までに事務局へ提出すること。 
・ 2010年度開始の特別研究委員会に「木質バイオマス資源の循環と有効利活用」を提案した。 
・ 2010年度大会研究協議会の素案「環境工学分野の研究成果を社会に広く活かすためには」
について、意見があれば 11/11までに提出すること。 

・ 次世代排水システム小委員会に デザインWG、機械排水WG、システムWG の 3WGの
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設置が認められた。 
・ 運営委員会の自己評価が実施される。 
３．小委員会の報告 
 １）ソーラー建築情報小委員会（石川主査） 

・ 7/24開催の第4回、10/13開催の第5回ソーラー建築情報小委員会について、資料No.3-4-1
を基に中島委員から報告された。本委員会は 2009年度で廃止し、新たな小委員会を設置
する。 

２）環境選択型空調設計小委員会（野部主査） 
 ・小委員会関係者が不在で報告なし。 
３）気象データ（二宮主査） 
 ・小委員会関係者が不在だったが、資料 No.3-4-3 を基に 7/22、9/12 の小委員会開催状況が

報告された。 
４）次世代排水システム小委員会（坂上主査） 
・代理出席の古賀誉章氏から資料 3-4-4を基に 7/7、10/8の小委員会開催状況が報告された。 
５）環境建築設計法小委員会（羽山主査） 
・羽山幹事から資料No.3-4-5を基に、8/3、10/19の小委員会開催状況が報告された。 
６）ガラス建築情報WG（佐野主査） 
・ 佐野委員からガラス建築情報 WG の活動状況が報告された。資料 No.3-4-6 を基に、1/18
開催予定のシンポジウムの案内があった。通信費の支出として数万円を認めてほしいとの

申し出があり、事務局へ確認したところ、付属する小委員会からの支出することが妥当と

の回答を得た。 
７）アカスタ環境設備要求条件検討WG（中島主査） 
 ・中島委員からアカスタ環境設備要求条件検討WGの活動状況が報告された。 
・ 設備設計図書に関するアカデミックスタンダードのシンポジウムを 2009/10/26に開催し、
参加者は 32名だった。 

 ８）「建築一体化設備のデザイン」出版小委員会（石野主査） 
・石野委員から資料No.3-4-8を基に、8/3、10/19の小委員会開催状況が報告された。 

５．第５回設備シンポジウム（2009年 12月 15日）  
  ・資料No.3-5を基に計画が報告された。11/2現在、30名の予約がある。 
・参加者の動員について竹倉と協議する。看板の作成・撤去は宇田川主査が担当する。 
・予稿集は 11/5が締切になっており、表紙の作成を含め柳井幹事が担当する。印刷・製本は
事務局（酒井氏）から発注する。 

・受付などの学生のバイト料支出の可否について羽山幹事が確認する。 
  ・懇親会は特に準備しないが、最後に有志で実施する。取りまとめ役は柳井幹事とする。 
  ・PDの進め方に関しては、柳井幹事から佐藤信孝氏（日本設計）に確認する。 
６．その他 
  ・中島委員から資料 No.3-6を基に「環境設備に関する学会基準（AIJES）における性能レベ

ル検討小委員会」（2010/4～2013/3の 3年間）が提案され了承された。 
  ・資料 No.3-7を基に、大会 OSとして「環境建築シミュレーション」が提案され認められた。 
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  ・研究集会への要望意見が出され、11/11までに事務局へ提案する。 
  ・大会梗概の細分類表への追加事項が示され、11/11までに事務局へ提案する。 
  ・次年度委員会設置・廃止申請、活動計画案・予算原案、その他シンポジウム企画等につい

て締切が 10/31となっていたが、連絡が遅れた。各小委員会は至急作成し、11/9までに羽
山幹事宛てに送付し、一括して事務局へ提出する。 

７．次回予定 
第４回 2010/3/6土 15：00-17：00、札幌（北海道大学）で行う。 

以上 


